
’24. 2.25      次回 KOZOOM サロンの予告を兼ねて HP に寄稿 

野口聡一さんが 語る “「宇宙」の視点を持てば・・” 
 

Hostelling Magazine（日本ユースホステル協会の広報誌）2023 冬号で  野口聡一さんがインタ

ビューに応えたのを読んだ中から、興味深い話を拾い出してみました。 

 

・立花隆の著書『宇宙からの帰還』から、宇宙経験が人の内面世界にどんな影響を与える

か。帰還した飛行士が燃え尽き症候群のような状態に陥る体験談が生々しい言葉で綴られている。宇宙飛行

士に限らず、何か目標を達成したあとの感情の起伏への対処が 更なる向上に繋がるかどうかに掛かってく

る。（聡一氏は東京大学先端科学技術センター特任教授で当事者研究が「 燃え尽き症候群」 ） 

 

・宇宙は「引き算の世界」。ロケットが打ち上がった直後から文明生活、空気、光、重力が失われる。船外活

動では、宇宙服の中だけが生きられる環境で ヘルメットガラスの外は空気もない死がいっぱいの感覚。 

“これがね、「地球が生きている」というのを実感できるんですよ！ 地球は水の惑星で、水と太陽がある

おかげで・・。水が水蒸気になり、雲になり、水の流れが作り出した川や山の植生といった自然の風景があ

る。そういう動いているものに生命を感じるんです。逆に、月には・・” と話す。 

 

・日本人が地球規模の環境問題を身近に感じているかどうか？ おそらく新型コロナと東日本大震災の影響か

ら放射能だと思うが、ヨーロッパの場合は圧倒的に「地球温暖化」。日本のように石炭や石油を燃やし続ける

発電はいかがなものか。(ヨーロッパでは風力など再エネが進む一方、地震がないため原発も稼働して 化石燃料から脱却している) 

 

・宇宙という視点： 地球上で見ている三次元に「宇宙」という新しい次元を加えることで、今まで不可能だ

と思っていたことの解決方法が見つかるかもしれない という考え方。環境問題についても宇宙から地球を見

ることによって、地上で汚した空気のツケを払うのは自分たちでしかない。 

“いろいろな国の指導者が宇宙的な視点で物事を捉えるようになれば、自分の権利を主張し合うのではなく

「一緒にやらないとね」となってくれればいいなと思う”  と国際紛争についても述べている。 

 

“人類が地球を一つの個体として見るという経験はたかだか 60 年ちょっと前からのこと。人類の長い歴史

からすれば「地球を一つの生命体として捉える」とか「宇宙の視点で物事を見る」というのは新しい概念” 

と締めくくる。 

 

後記：これまでの YH 誌カバーインタビューと全く異なる次元の話に引きつけられました。聡一さんが若い

ときのホステラー体験も底にあるかと思えば、1 年前まで YH 会員の端くれであった私もうれしいです。 

  本稿は 編集長 野口幹夫さんに捧げるつもりで書きました。ご長男が宇宙飛行士に選ばれたときに 父親の

苦渋を HP で読んでから十余年経ちますが、本誌の記事に今昔の感ありです。 

（私の拙い作文では、足りないことや誤りがあると思うので記事全文を添付します）                （終） 

 

                                 2024.  2. 25      中西 卓@岡山 

 



 

 



 



 



 



 



 


